
いわきヒューマンカレッジ　開学 10 周年
　

入
学
式
は
、
８
月
27
日
に
い
わ
き
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘
で
開
か
れ
、
櫛
田
一
男
理
事

長
（
市
長
）
の
「
学
習
の
成
果
を
、
地
域
づ
く

り
や
今
後
の
本
市
の
発
展
の
た
め
に
活
か
し
て

く
だ
さ
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
砂
子
田
敦

博
副
理
事
長
（
教
育
長
）
か
ら
伝
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、
学
長
の
童
門
冬
二
先
生
か
ら
「
最
後

ま
で
強
い
意
志
を
持
っ
て
受
講
さ
れ
、
全
員
が

修
了
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。」
と
、

励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
15
歳
か
ら
89
歳
ま
で
の
入
学
生

３
７
８
名
を
代
表
し
て
、
い
わ
き
学
部
の
小
荒

井
貴
子
さ
ん
が
、「
全
課
程
の
受
講
終
了
を
目

指
し
、
本
学
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
し
っ
か
り

学
び
、
本
市
の
生
涯
学
習
の
推
進
に
寄
与
し
た

い
」
と
、
受
講
に
あ
た
っ
て
の
強
い
決
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。　

  

引
き
続
き
行
わ
れ
た
開
学
10
周
年
記
念
式
典

で
は
、
本
カ
レ
ッ
ジ
の
企
画
・
運
営
に
参
画
さ

れ
て
い
る
、「
い
わ
き
市
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
」
に
、
童
門
学
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
讃

え
ら
れ
ま
し
た
。

�
�

学
長
記
念
講
演

　

入
学
式
・
記
念
式
典
終
了
後
、
童
門
学
長
に

よ
る
「
戦
国
の
共
に
生
き
る
夫
婦　

―

一
豊
と

千
代―

」
と
題
し
た
、
開
学
10
周
年
記
念
講
演

で
は
、「
戦
国
時
代
と
い
う
無
秩
序
な
社
会
の

中
で
、
人
間
と
し
て
の
正
し
い
生
き
方
、
こ
う

あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
を
手
探
り
で
、

終
始
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
中
で
、
発
見
を
し
合

い
、
確
認
し
合
い
、
合
意
し
て
、
一
国
一
城
の

主
を
目
指
し
て
二
人
三
脚
で
駆
け
て
い
っ
た
」

と
、
乱
世
を
生
き
抜
い
た
一
豊
と
千
代
を
評
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「『
あ
の
人
な
ら
』
と
い
わ
れ
る
『
い

わ
き
ら
し
さ
』
を
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
、
い
わ
き
市
民
に
向
け
た
熱
い
思
い
が

語
ら
れ
、
一
般
市
民
を
含
め
た
７
５
０
名
の
聴

衆
が
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

い
わ
き
ヒ
�
�
マ
ン
カ
レ
�
ジ
は
�
市
民

の
高
度
で
専
門
的
な
学
習
ニ
�
ズ
に
応
え
る
た

め
�
市
内
の
二
大
学
と
高
専
�
市
民
ボ
ラ
ン
テ
�

ア
の
協
力
の
も
と
に
実
施
し
て
い
る
市
民
の
た

め
の
大
学
で
す
�

　

本
年
度
は
�
市
制
施
行
40
周
年
お
よ
び
開
学

10
周
年
を
記
念
し
�
現
代
的
課
題
や
�
い
わ
き

ら
し
さ
�
に
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
学
部
・

地
域
経
済
学
部
・
人
間
環
境
学
部
・
い
わ
き
学

部
の
４
学
部
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
�

童門学長による記念講演

ボランティアの会への感謝状贈呈入学生代表挨拶

入学式・開学 10 周年記念式典
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日　時 平成 年 月 日（土）・ 日（日）
  午前 時 分～午後 時 分

会　場 い わ き 市 生 涯 学 習 プ ラ ザ
 いわき市消費生活センター

★フェスティバル開催期間中は午後 時 分に
閉館させていただきます。

　

◎トーンチャイム演奏

◎吹奏楽演奏

「世界遺産」の考え方が生まれたアブ・シンベル神殿
（写真：松本恒雄先生）

◎実演・公開
おりがみシアター作り、おはなし会、陶芸、社交ダンス
◎発　表
舞踊、詩吟、謡曲、篠笛演奏、会員スピーチ
◎喫茶コーナー
お茶と手作りケーキを用意します
◎国際理解
英会話、韓国語講座の公開と体験、講演「アメリカを訪ねて」「イギリスを訪ねて」

◎体　験
お茶会、聞香会、囲碁、おりがみ，健康体操、
太極拳、要約筆記ボランティア、パソコンでの
カレンダーや名刺、ハニワ・キーホルダー・手
すきハガキ作り

◎サークル紹介
　サークル活動の様子を写真やビデオで紹介

◎作品展示
陶器、水墨画、ちぎり絵、おりがみ、パッチワー
ク、俳句

Ｔ１ビル各店舗の
割引券も用意します
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い
わ
き
市
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
平
成
15
年
度
に
開
設
さ
れ
、
市
民
の

方
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
に
関
す
る
質
問
や

相
談
に
お
答
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
い
わ
き
市
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ
が
業
務
運
営
し
て
お
り
、
情
報

コ
ー
ナ
ー
の
公
開
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
者

に
も
、
プ
ラ
ザ
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
相
談
内
容
や
Ｉ
Ｔ
小
レ
ク

チ
ャ
ー
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か

ら
、
一
部
を
抜
粋
し
て
利
用
状
況
の
概

要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
Ｉ
Ｔ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
】

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
は
、
プ
ラ
ザ
５
階
に

設
置
さ
れ
、
窓
口
・
電
話
・
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
電
話
と
窓
口
で
の
相
談
が
大
部

分
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
窓
口
で
は
、

実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
の
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
男
女
別
年
齢
層
は
、
男
性

で
は
、
60
歳
代
を
中
心
に
50
歳
以
上
が

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
女

性
は
50
歳
代
を
中
心
に
低
い
年
齢
分
布

と
な
っ
て
い
ま
す
（
第
１
図
）。
こ
れ

ら
は
、
高
齢
者
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
や
家

庭
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
進
ん

だ
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
機
器
や

W
indow

s®

の
基
本
的
な
操
作
や
各

種
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
い
方
に
関
す
る

相
談
が
多
く
、
高
齢
者
に
と
っ
て
感
覚

的
に
わ
か
り
に
く
い
パ
ソ
コ
ン
利
用
の

問
題
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

年
末
に
年
賀
状
作
成
に
関
す
る
質
問

が
急
増
す
る
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

す
る
機
会
と
相
談
内
容
が
連
動
し
て
お

り
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
相
談
で
き

る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
が
十
分
に
機
能
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
第
２
図
）。

【
Ｉ
Ｔ
小
レ
ク
チ
ャ
ー
】

　

小
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
文
字
入
力
や
デ

ジ
カ
メ
な
ど
７
種
13
講
座
を
10
名
定
員

の
小
講
座
で
毎
月
実
施
し
、
11
月
末
ま

で
に
、
延
べ
１
２
０
０
名
の
受
講
申
し

込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

受
講
者
の
年
齢
層
は
40
〜
60
歳
代
に

集
中
し
て
お
り
、
男
女
比
に
大
き
な
差

は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
業
者
の
受
講
も
４

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

受
講
者
の
居
住
域
は
平
地
区
が
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
が
、山
間
地
を
除
き
、

市
内
全
域
の
方
が
受
講
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
（
第
３
図
）。

生涯学習に関する調査研究

いわき市ＩＴサポートセンター利用者に関する調査

＝ヘルプデスク相談とＩＴ小レクチャー利用状況の分析＝

第３図　IT 小レクチャー受講者居住地

第１図　ＩＴヘルプデスク相談者年齢層

平
50%

小名浜
９%

勿来
７%

常磐
８%

内郷
10%

四倉
９%

小川
２%

好間
３%

その他
２%

第２図　ＩＴヘルプデスク相談内容
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